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2013 年 10月 18日 

 

リアルタイム監視・放射線モニタリングシステムの開始について 

報道発表のご案内 

 

総合水管理システム「やくも水神」ブランドで、全国 305 自治体、6600 施設で管理

業務を展開している小松電機産業はこのほど、業界初となるクラウド型リアルタイム

監視サービスを開始しました。さらに、「やくも水神」ネットワークの実績を生かし、

放射線の監視装置を開発しました。マンホールポンプなど既存の水関連施設に設置で

きるのが特徴で、ローコストで安定した放射線監視システムを提供します。下記日時

にて実際の機器を見ていただきたいと存じますので、ご参集をよろしくお願いします。 

 

 

日 時   2013年 10月 19日 午後 1時 

場 所   小松電機産業株式会社  

松江本社 一階会議室 

      島根県松江市乃木福富町 735―188 

  

 

 

 

総務部 広報担当 堀江研次 

携帯 090-7138-2027 

T0852-32-3636 

F0852-32-3620 

 

 

 

 

 



【背景】 

クラウド型総合水管理システム「やくも水神」は、小松電機産業が 1977 年に島根県美

都町（現・益田市）で遠方監視装置を納入させていただいたことをスタートに、1992

年にブランドを発表。1995 年に科学技術庁「注目発明選定証」を受証しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歴史】 

2000 年 9 月に、九州・沖縄サミット IT 憲章と、森喜朗首相（当時）が発表した e-

Japan 構想を受け、インターネット・i-mode 管理制御「やくも水神」システムを発表。

これは、Google のエリック・シュミット CEO が「クラウド」を発表する 6 年前にあた

ります。 

 

2003 年から、Ruby をシステムに導入。当時、まつもとゆきひろ氏とともに、やくも水

神のプログラムを構築しました。 

 

2010 年、iPad の日本発売にあわせて、タブレット端末、アンドロイド端末のスマート

フォン、iPhone で施設管理ができ、グーグルマップを搭載した「やくも水神」G シ

リーズを発表しました。 

 

2013 年 9 月末現在、上水道、下水道、農漁村集落排水施設、消雪、ゲート監視、ため

池の貯水量監視、そして放射線モニタリングなど、北海道から沖縄まで、305 自治体、

6600 施設で採用いただき、稼働中です。 



【コンセプトと特徴】 

従来中央監視方式で用いられていた専用回線、一般公衆回線などの有線回線を用いた

監視方式と比較し、以下の特長があります。 

 

1． 中央監視装置が不要で、新

規設備に係わるコスト、整

備後の運用コストとも圧倒

的に低い。 

2． 通信には広域無線パケット

通信網を利用し、距離に関

係なく低コスト・高セキュ

リティ運用。地震、風水害

などの自然災害による通信

切断のおそれもない。 

3． スマートフォン等のモバイル機器で中央監視以上のサービスを利用でき、いつでも

どこでも、詳細な施設情報を利用可能。 

4． 遠方の専門技術者・維持管理業者・メーカー等、複数の関係者で同時に情報共有す

ることで、経験の浅い担当者であっても専門家のアドバイスを受けながら施設の運

用管理が可能。 

5． 運用開始から陳腐化・劣化していく中央監視装置方式・専用線に比べ、システムが

どんどん進化していく。 

 

「やくも水神」は広域クロスオーバー管理を提唱し、平和と 21世紀型産業のプラット

フォーム構築の一翼を担うことを目的としています。 

 

水インフラにかかるコストを劇的に低減し、広域化、既存の専用線施設からの切り替

えも容易であることから、市町村合併後のシステム統合、老朽化する施設の更新に革

命的な変化をもたらします。 



 

インフラとしての情報ネットワークを構築することにより、新産業創出、農山漁村と

都市の知的交流、ベテランと若手との技術交流が、距離、時間を超えてシームレスで

つながり、地域間の競争と協力が矛盾なく一致することで、社会の進化が急速に進み

ます。これはアベノミクスによる地域再生のモデル地区となり得、国際間の競争と協

力関係にも適用できます 

 

【リアルタイム管理】 

 

これまでのシステムでは、管理画面を表示しているパソコンなどに現場施設の計測

データを反映させるには、必要な時にユーザー側から能動的にアクセスする必要があ

りました。このほど当社は通信技術の革新により、水位などの現地計測データを最短

3 秒間隔で自動的に監視画面へ反映させることが可能な「リアルタイム監視サービス」 

を始めました。現在、島根県浜田市様の上水道施設 2 施設で試験導入させていただい

ています。 

 

この普及により、刻々と変化するデータを役場などに設置した大型ディスプレイに表

示し続け、多数の人で管理することや、水道管破裂による漏水などの緊急時に一人で

作業するようなケースでも、現場で刻々と変化する流量・水位などの計測値を見なが

ら、効率的に復旧作業を行えるようになりました。 

 

「やくも水神」の上記特長に加え、クラウド型監視の弱点であったリアルタイム性が

実現されたことにより、専用線を用いた中央監視装置システムをはるかに上回る機能

で、タブレット端末とスマートフォンで監視、災害に強くローコストという、「やく

も水神」の特性がより伸びています。 

 



【放射線モニタリング】 

東日本大震災を受け、放射線量計測は生命を守るためにあらゆる生活シーンで身近な

ものになっています。当社は、森内閣の e-Japan 構想を受け 2000 年発表、2003 年か

ら Ruby をシステムに採用している「やくも水神」の実績を踏まえ、マンホールポンプ

制御盤など既存の水関連施設を活用し、行政による新たな用地買収や電源設置工事の

必要がなく、タブレット端末やスマートフォンを利用した環境放射線モニタリングシ

ステムを開発しました。このほど、福島県須賀川市様で試験導入いただき、監視を始

めています。 

 

特徴 

・これまでの放射線監視に比べ、タブレッ

ト端末、スマートフォン、PC を用いて監視。

携帯性に優れ、急な放射線量の上昇などに

担当者の迅速な協議と対応ができる。 

・既存の上下水道設備、マンホールポンプ

場などを放射線モニタリングポストにする

ため、用地買収等の費用がかからない。

（用地取得から始めた場合、一台設置につ

き数百万円）。 

・放射線モニターを、水中計測タイプに変

更することで、排水路、除染集水タンク内、

河川・湖沼・海底の底泥などの放射線量を連続測定・記録できる。 

・電源引き込みができない場所でも設置工事 2 時間で放射線監視を実現（ソーラータ

イプ） 

・設置工事は約 2時間。 
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